
中国 にお ける農村 テ レビ ドラマの政治性 とその受容
一 『劉老根』、 『喜耕 田的故事』 を中心 に一

南 真理

0.は じめ に

中国は国内にお いては世界 第一 のテ レビ ドラマ大 国である と言 われる。 アメ リカや韓 国

のテ レビ ドラマが 日本 を席巻 してい る今、それ はにわか には信 じが たい言葉 か もしれ ない

が、実際 に2011年 に中国で制作 されたテ レビ ドラマは約15000話 に上 り、毎 日40話 が制

作 され ている計算 に なる。 また、 中国で 一年 間にテ レ ビ上 で放 映 され るテ レビ ドラマ は

500万 話以上 であ り、 テ レビ放送 時間の約 四分 の一 を占めてい る。 さ らに、 イ ンターネ ッ

ト上 にはその再生 回数が一千万 回を超 える ドラマ も存在 してい る。その海外 に与 える影響

はアメ リカや韓国のそれ には及 ばない ものの、その制作 本数、視聴者数、国 内にお ける文

化的 な影響 力は、他 国には見 られないほ どの規模 を誇 っている1。

こう した テ レビ ドラマ大国 であ る中国だが、 そのテ レビ ドラマ の制作 環境 は特殊 で あ

る。 中国で は政治的 イデオロギーを堅持す るために、マ スメディアは政府 による管理下 に

置 かれてお り、メデ ィアコ ンテ ンツの一つ であるテ レ・ビ ドラマ もその例外 で はない2。 そ

の一方 で90年 代 か ら民 間資本 を導入 して産業 化が進 み、商 業化 されたテ レビ ドラマ も多

数制作 されてい る。その ため現在、 中国の テ レビ ドラマ は商業化 と政治性の はざまで視聴

者 を獲得す るために様 々な工夫 を行 ってお り、視 聴者、制作 者、政府関係者の三者のせめ

ぎ合いの場 となってい る。

こう した状況下 にある中国にお いて、 日本 ではあま りな じみの ない農村 を主 なテーマ と

して取 り扱 ったテ レビ ドラマ(以 下農村 テ レビ ドラマ とす る)が 近年高視聴 率 を獲得 し、

社会 的に注 目を集め てい る。 中国 は数千年の歴 史を持つ農業 国家 であ り、農民 の支持 な く

して新 中国の成立 はなか った。そのため新中国成立以前か ら、農村 と都 市の格 差が問題視

され る現在 に至 るまで、文学、演劇、映画 など中国の文芸作 品に、農村 を題材 とした数多

くの優 れ た作品が生 まれて きた。それ は 日本 の状況 とはか な り異 なる。例 えば文学 におい

ては、 日本 で も1920年 代 頃か ら農村 を描 く文学運動 が形成 され、1954年 に 日本農 民文学

会が成立 してい るが、 日本の農民文学 は中国にお ける農民文学(中 国で は 「郷村文学」 と

呼 ばれ る)ほ どの存在 感 を示す こ とはなかった3。 現在 の 日本 に至 っては、農民 文学 はす

で に存在 して いない と言 えるまでに至 ってい るが、 中国 におい ては21世 紀以 後 も、郷土

としての農村 を描 く小説 のほか に も、都 市 における出稼 ぎ労働者 を描い た 「農民工小 説」
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というジャンル4が 出てくるほど、農民や農村は描かれる対象であ り続けている。こうし

た中国独自の背景の下、中国では農村テレビ ドラマが政治的、商業的に重視され、実際に

視聴者からの人気を獲得 している。その背景にあるものは何だろうか。本論では農村テレ

ビ ドラマの火付 け役 となった 『劉老根』 と、その影響 を受けて制作 された政治色の強い

「喜耕田的故事』の分析 を中心に、中国テレビドラマに見 られる政治性 とその受容の様相

について考察したい。

1.農 村 テレビ ドラマの流 れ

中国の農村人 口は7億2千 万人で、依然 として人 口の半数以上が農民 である中国におい

ては5、 前 述 した ように農村 を題材 とした文学、演劇、映画 が数多 く誕生 し、大 きな影響

を及 ぼ して きた。それで は、 テレビ ドラマ において農村 は どのように描かれ て きたの だろ

うか。 まず ここで は農村 テ レビ ドラマの歩 み を見 てい きたい。

1-1.80年 代中期における農村題材テレビドラマー「新星』

中国でテレビ放送が開始されたのは1958年 からであるが、当時の中国には全国でわず

か17000台 しかテレビが普及 しておらず、公共の場所に設置されて皆で視聴するという状

態であり、当時テレビの影響力はかなり限定的なものであった。さらにその後の文化大革

命によって中国のテレビ事業は中断され、大 きく遅れをとることになるため、中国のテレ

ビ ドラマが実質的な影響力を持ち始めるのは80年 代中期以降のことである6。 当時はちょ

うど映画の世界では 『黄色い大地』(1984)や 『紅いコーリャン』(1987)と いった中国の

農村を描いた作品が国際的にも大いに注 目を集めていた時期に当たる。また、歌謡の世界

で も 「西北風」と呼ばれて陳西省の民謡が大流行する等、批判、または謳歌される叙述の

対象として農村が重視されていた。

1980年 代中期以前までの中国のテレ・ビドラマにおいては、農村における現代化の問題が

多 く語 られて きた。例 えばこの時期大変な人気を博 したテレビ ドラマが、農村改革に奮闘

する若き県委員会書記 を描いた 「新星』である。1986年 の春節に 『新星』が放送されると

爆発的な人気を獲得 し、9割 の人々が 『新星』 を見たという社会調査もある。「新星』を放

送 した中央電視台 には一 ヶ月の問に全国各地の視聴者から1000通 を超える投書があ り、

制作 した太原電視台には一ヶ月で2000通 の激励の投書が寄せ られたとされ、これはテレ

ビ放送が開始 されてか ら最多の投書数であった という。また、全国各地の新聞が次々と

「新星』 に関する評論や紹介を掲載 し、ある省や市では、『新星』を政治的な教材 として、

組織の党員や幹部に一 日中見せた所 もあった7。 『新星』で描かれたのは、旧社会か ら変化

のない農村に新 しく赴任 した李向南が、腐敗 した幹部を次々と打倒 し、旧来か らの問題を
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解決 して、農村 を発展 に導 く姿 であった。それ は、当時の 中国社会 に根強 く存在 してい た

問題 をあぶ り出 し、農村改 革の必要性 を人 々に強 く訴 える内容の もので、「中国に蔓延す

る深刻 な官僚主義 の病理 と、 それが もたら してい る悪影響 への露骨 な批判が 中心」で あっ

た8。 李 向南 の信念 に基 づい て行動 す るリー ダー像、登場 人物 たちの心情 を熱 っぽ く語 る

ナ レーシ ョンか らは、テ レビ ドラマに描 かれた当時の農村 改革への熱い情熱が伝 わって く

る。 この熱狂 的 な 『新星』 ブー ムにつ いて、当時以下 の ように述べ られてい る。「中国の

改革 の成果、そ して様 々な不正、腐敗、改革 を求 める人 々の声、改革 を妨 げる世論、 これ

らが 一つ に重 な り合 って、社 会 の心理 的な不均衡 と緊張 状態 を生み 出 してい た。 『新 星』

が世 に出ると、次の二つの作用 を発揮 した。一つ は一種 のはけ口 として、腐敗 や官僚主義

に対す る人 々の憎 しみ を表 出させ、人 々に喝采 させ たこ と。二つ 目が、人 々に不 正の根本

的 な原 因や、改革 の必要性、 またはその困難 さを訴 え、信念 と勇気 を もつ よう認識 を促 し

たこ とで あった」9。そ して人々の問か らは 「もしもこの国 に李 向南 がいれば、李向南 より

高明 で民主 的な改革者が いれば、 内部 の消耗 は減 り、改革が成功す るか どうか を心配す る

必要が な くなるのに」 といった声 が聴 かれた とい う10。 この 「新星』が視聴者 に熱狂的 に

受 け入 れ られ たのは、それが 「長期 に渡 って抑圧 され て きた人 々の政治への情熱 を吐 き出

す突破 口」 となったか らであ る。 『新 星』 の社 会的 な反響 は、「全 国の人 々が享受 した 『芸

術事件』 とい うよ りも、全 国の人々が切 なる関心 を抱いた 『政治事件』で あった」 と言 わ

れ てい る。つ ま り、 この驚 異的 な 『新 星』熱 は単 な るテ レビ ドラマ と しての面 白 さ以上

に、視 聴者の 「政治」 と 「改革」 を求め る心情 と呼応 した ものなのである11。 この 『新星』

か らも、他国 と比較 して 中国の テ レビ ドラマが政治 と密接 に関わっているこ とが明 らかで

ある。その政治性 は必ず しも単 なる政府 か ら視聴者 に よる一方 的なプロパ ガ ンダである と

は言 い切 れない。当時 の 『新 星』へ の視聴 者の反響 の背 景 には清廉 潔 白な役 人 を求め る

人 々の 中国の伝 統 的な 「清官 意識」 があ り、視聴 者 はテ レビ ドラマ を通 じて現実 を批 判

し、李 向南 の ような 「清官」が行 う改革 に希望 を託 したのである。

1-2.80年 代 中期以降

しか し、1980年 代 も中期 以降になる と、 こう した 「様 々な主流 の現代化叙事が多方面か

ら疑 われ るようにな り、現代化 言説モデル を超越 した、現代 中国の言説 を再構築 す るこ と

が求 め られる ようにな った。 この 文化的 な影響 を受 けて、 映像 作 品 にお ける郷土 は変化

し、郷土世界 は一種 の文化的象徴 とな った。(省 略)こ うした作 品 にお いては、郷 土 は前

近代 劇 な空 間 あ るい は象 徴 的 な時 空 として、前 近代 的 な中 国の文化 を象徴 す る もの と

なっ」てい く12。 この 「前近代 的 な中国の象徴」 としての農村 は、映画 において は 『黄色

い大 地』 や 「紅夢』(1991)の ように、 しば しば閉鎖 的で時 間の停 滞 した、救 い ようの な
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い世界 として描かれ てい る。 しか し、世界的 な市場が見込 める映画 と異 な り、当時市場が

国内 に限 られていたテ レビ ドラマ は、政府 の意 向に よる制 限を より強 く受 けるため、映画

で描 かれたよ うな農村批判 を行 うといった内容 の ものはな く、多 くは農村 改革 を肯定的 に

描 き、農村改革 に有利 になるようイデ オロギ ー的 に働 きか ける もので、登 場人物 たちの政

治的任務、社会 的責任が厳粛 に描 かれ、概念化 された ものが多かった。 しか し、 それ で も

この時期 テ レビ ドラマの世界で は、「尋根(ル ー ッ探 究)」 や 「新写実主義」 とい った文学

作 品の流 れを受 けた、農村 に古 くか ら横 たわ る問題や、農村の現代化 にお ける挑戦 を描い

たテ レビ ドラマ も多 く制作 されたの も事 実であ る。例 えば、韓 志君 による長編小説 『命運

四十奏 』 を ドラマ化 した"農 村 三部 曲"と 言 われ る 『筥筥 ・女 人和狗』(1989)、 「韓轄 ・

女人和井』(1991)、 『古 船 ・女人和 網』(1993)は 、新 しい時代 と伝 統の狭間で生 きる農村

の女性の苦 しみや希望 を描 いて、 この時期 を代表す る農村テ レビ ドラマ と称 されてい る。

しか しその後、90年 代 に入 って改革 開放 政策 が本格 的に進 んだことで、人々の 目は都市

に向 け られ、農村 は次第 に周縁化 してい く。その ため農村 テ レビ ドラマ を喜 んで見 る都会

の視聴者が本来少 ない上 に、農村 の人々で さえ も、未来への あこがれ を託 して、都 市生活

ドラマ をよ り好 んで見 る ようになった13。 こう して都 市生活 を描 いた ドラマや、時代劇が

テ レビの画面を席巻 し、農村 を題材 としたテレビ ドラマ は次第 に低 迷 していった。

2.2000年 以降の農村 テ レビ ドラマ とその政 治的背景

ところが、2002年 に農村 の リゾー ト施設建設 をコ ミカルに描 いた 『劉老根』が放送 され

る と、瞬 く間に高視 聴率 を獲得 し、以後現在 に至 るまで、農村 を題材 としたテ レビ ドラマ

が高 い注 目を集 める ようになる。そ れには、ち ょうどこの 時期 、「三農」問題 が大 きくク

ローズ ア ップされ、都 市建設 だけで はな く農村建設 の必要性 に も注 目が集 まった とい う政

治的 な背景が ある。「三農」 とは農村、農業、農民 を指 し、「三農」問題 とは中国の農村問

題 を指 す。 この 「三農」 の概念 は経済学者 の温鉄軍が1996年 に提 出 した論文 が初 出で あ

り、その後 、次第に政府 やメデ ィアで広 く使 われ るようになった。2000年 、湖北省監利県

棋盤郷党委員会書記 である李 昌平が 、朱鋳基総理 に 「農民 は本 当に苦 しんでお り、農村 は

本 当 に困窮 してお り、 農業 は本 当 に危 険 であ る」 との内容 の手 紙 を提 出 した。 その後、

「三農」 問題 とい う言葉が広 く使 われる ようにな り、2001年 に 「三農」問題が 政府 の公文

書 に盛 り込 まれた ことで、政府や政策決定者の問に定着 し、2003年 には中国共産党 中央委

員会 にお いて正式 に 「三 農」問題が工作報告 に書 き入 れ られた14。 そ してち ょうどこの時

期、党政府 は農村 の生活 向上 のための政策 を次々 と打 ち出 している。 その上、 こ うした実

際の政策 だけではな く、宣伝方面 におい て も農村 を重視 し、農村 を題材 とした作 品を制作

す ることが政府 か らの指示 として出され るように もなった。2007年 の十七大報告 では 「和
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譜文化(筆 者注:「 和譜」 とは 「調和の とれた」 という意味の中国語)は 国民全体が団結

し、進歩 してい くための重要な精神的支柱である。新聞や出版、ラジオ、映画、テレビ、

文学芸術の事業を積極的に発展 させ、正 しい方向に導 き、正 しい社会の気風を広める。都

市 と農村、地域が文化的に協調 して発展することを重視 し、農村や辺境地区、都市に流入

している労働者たちの精神面や文化面 を豊かにするよう努力する」15という文言が掲げら

れ、農民を対象 とした文芸創作を行 うよう政府か ら指示が出ている。具体的には、農村を

題材 とする映画の発展 を促進するために、毎年農村 を題材 とした映画20作 品、農村で実

際に使用 される教育 目的の映画30作 品に対 して国家広電総局から資金援助 を行 うと同時

に、農村を題材 とした60作 品以上の版権 を指定する企業に買い取らせているという16。ま

た、2006年 の 「国家"十 一五"時 期文化発展規画綱要」では、さらに明確 に演劇、映画、

ラジオ ドラマ、テレビドラマに対 して、農村 を題材 とした作品を一定の割合で創作するよ

う求めている17。

農村テレビドラマの放送に関しては、当時流行 していた歴史を題材 としたテレビドラマ

が歴史を歪曲しているという批判を受けたり、幹部の汚職を描 くテレビ ドラマが増えたこ

とに危機感を覚えた広電総局が、テレビの 「浄化焚屏(画 面浄化)」 対策を行い、中央電

視台のゴールデンタイムでは、優先的に農村テレビドラマを放送するようにしたという背

景 もある。また、その社会的貢献や経済効果の面に鑑みて、国家が民間の映像制作会社に

資金援助を行い、民間企業による農村テレビ ドラマ制作 を奨励するといった措置 も取 ら

れ、古 くか らの国営企業 だけではな く、多 くの民間企業 もその制作 に加わることになっ

た。これによって主旋律 テレビドラマ18の レベルが向上 しただけではな く、農村テレビ ド

ラマの市場での競争力や影響力の向上にもつながったという19。

このように、農村テレビドラマの隆盛の背景には、まず政府 による農村建設への重視が

あり、それに伴 って中央宣伝部、国家広電総局、中央電視台が農村テレビ ドラマの創作を

重視 し、その本数や内容を強化するという政治的な意図が明確に存在 している。

3.「 劉老根』分析

3-1.「劉老根』 から始 まる東北劇熱

こ う した 流 れ の 中 で、 「当 家 的 女 人』(2003)、 『希 望 的 田野 』(2003)、 『聖 水 湖 畔 』

(2005)等 の農村 テ レビ ドラマが人気 を博 す ようになるが、 その発 端 となったのが中国で

高 い人気 を誇 る コメデ ィ俳優、趙本 山が 出演す る ドラマ 『劉老根』(2002)で あ った。趙

本 山は、1992年 か ら農村 テ レビ ドラマ 『一村 之長』 や1998年 の映画 『男婦女 主任 』 に主

演 した り、 中国の高視聴率 番組 「春節聯歓 晩会」 で コン トを演 じて人気 を博 していたが、

テ レビ ドラマ において はこの 『劉 老根』 で高い注 目を集めた。それ以後、彼が主役 を演 じ
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る東北地方 の農村 を描 いた 「劉老根』、 「馬大 帥』(2004)、 『郷村愛情』(2006)等 の農村 テ

レビ ドラマ は全 てシ リーズ化 され20、 高い人気 を集めてい る。 これ らのテ レビ ドラマ は全

て東北地方 を舞台 としているため 「東北劇」 と呼 ばれ、基本的 には主旋律 に則 り、東北地

方の方言 や 「二人転」 といった伝統芸能 を織 り込 みなが ら、貧 しい農民が豊 かになる姿 を

コメデ ィタッチで描 くとい うのが特徴 であ る。 また、 この 「東北劇 」が地方色 豊か な内容

であ った ため、物語の舞台 となった地域 を訪れ る観 光客が増加 し、現地の観光業や飲食業

にプラスの作用 を もた ら した。 この ように、 テ レビ ドラマ 自身の人気 だけ にとどま らず、

現地 の経済が活性化 するな どの付随 する作用 もあ り、農村 テ レビ ドラマ は急速 に産業化の

道 をた どってい く21。

それ と同時 にその主旋律 的な内容 か ら、政府側 の評価 も獲得 してお り、中国テ レビ ドラ

マの最高賞 である飛天賞 に 「劉老根』、 『播樹峻』、 『希望 的田野』、 『静静的 白樺林』、 『喜耕

田的故事』、 『当家的女 人』等 の農村 テ レビ ドラマが選 出 されている。 この ように、農村 テ

レビ ドラマ は政治性 と市場性 を ともに兼ね備 えた、 まさに今の中国 に適 した題材 なので あ

る。

この2000年 以 降の農村 テ レビ ドラマ ブームの火付 け役で ある 『劉老根』 は、2002年 に

中央電視台の ゴールデ ンタイムの第一チ ャンネルで放送 され、2002年 の最高視聴率 を獲得

し22、全 国か ら大 反響 を呼 んだテ レビ ドラマで ある。制作 は中央電視 台 とその傘下の 中国

電視劇制作 セ ンター、監督 は趙本 山本人 と謝暁媚、脚本 は何慶魁、醇立業、万捷が担 当 し

てい る。あ らす じは以下の通 りである。

あ らす じ:長 白山のふ もとの寒村 の幹部(支 部書記)を 退職 した劉老根 は、街 にい る次

男の元 で老後 を過 ごそ うとしていたが、や は り故郷への気持 ちを抑 え きれず にいた。 その

時、公園で韓氷 とい う資産家 の女性 と知 り合 う。二人 は意気投合 し、劉 は韓 の投 資に よっ

て故郷 に農村 リゾー ト施設 である龍泉 山荘 を開業す る ことを決意す る。 しか し開業、成功

までの過程 には、資金繰 りの悪化や農民 のサ ー ビス業へ の無理解 、郷長 に よる妨害 といっ

た問題が 次々 と起 こる。 また、劉 は早 くに妻 を亡 くしてお り、男 手一人で子供た ちを育 て

てい たが、そ んな彼 を慕い世話 を焼 いている丁香 とい う女性がい る。丁香 は劉 と韓の関係

を怪 しみ、度 々劉 と衝 突 を繰 り返す。劉 は家族や村 の人 々の助 けに よってそれ らの問題 を

乗 り越 えてい く。

3-2.『 劉老根』の魅 力

3-2-1.地 方色豊 かな内容

繰 り返 しになるが、 「劉老根』 以降、東北 地方 を舞台 とした 「東北 劇」が農村 テ レビ ド

ラマ の中心 となってい く。 その火付 け役が この 『劉 老根』 であ る。 『劉 老根』 に描 かれ る
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生 き生 きとした東北地方の特色ある農村は、中国の農村の原風景 として中国の視聴者に強

いノスタルジーを掻 き立てるものであったようだ。それは、趙本山の弟子たちである出演

者 らの生 き生 きとした東北方言であり、また繰 り返されるとうもろこしや唐辛子が外に干

してある東北の農村風景であり、主人公の被るテンの毛皮の帽子や、登場人物たちの劉老

根、薬厘子,辣 椒等 といった農村 らしい名前であ り、白樺林の風景や、一面に覆われた黒

土である23。そして特 に 「二人転」と呼ばれる、東北地方の伝統芸能が東北劇ブームの大

きな要因となったことは大 きい。二人転 とは二人一組で(通 常男女がペアとなる)歌 を歌

いなが らユーモアのある掛け合いを繰 り広げるというものであるが、これが物語の随所に

ちりばめられ、 ドラマの大 きな見 どころとなっている24。 ドラマではこうした 「二人転」

だけではなく、東北地方の秩歌の歌や踊 りも取 り入れ られ、地元の観光業に大 きな影響を

与えた。さらには全国にこうした東方地方の伝統芸能を鑑賞できる 「劉老根大舞台」が設

立されるほど、その東北の伝統芸能が人気を博 し、以後の東北劇の一番の売 りとなってい

く。

3-2-2.人 物像 か ら見 る物語

それで は次 に人物像 を中心 に物語 の内容 につ いて考察 したい。主人公の劉老根 は、頑 固

で周 囲 と衝突す るが責任感が 強 く、 リーダー気質 を備 え、村の発展 を願 う村長 である。そ

して心優 しいが素直 になれず 、たまに高圧 的な物言 い をす るこ とで衝突す るこ ともあ る父

親で もある。 こう した人物像 は、「新星』 の 「高大 全」25に描 かれた李 向南 とは全 く異 なる

農民 イメージであ る。 さらに、彼 は農村 の農民企業家 と して、知識人で都 市 に住 む韓氷か

ら厚 い信頼 を受 け、大 学生 らを教 育 す る存在 で もある。 こう した、知 識人 や都 市 に住 む

人 々か ら敬意 を表 されるよ うな自信 に満 ち溢れ た農民像 は、 テ1/ビ ドラマ において は従来

あま り描 かれて こなかった姿で ある。 また、 その名前 「劉老根 」 に も注 目す べ きであ る。

「老」 は中国語 では 「古 くか らの」 とい う意味が あ り、「老根」 とい う名前 は 「古 くか ら根

を張 る」 とい う意味 を持つ。 これ は農村 に根 を生や して生 きる農民 のイメー ジを喚起 させ

る。そ こに、劉老根 を慕 う女房役であ る丁香 や子供達が登場 し、頑 固な主人公 と衝突 しつ

つ も家族 として彼 を温か く見守 る様子が描 かれている。 これに よって、 中国で最 もポピュ

ラーで人気 のある家庭倫 理劇(フ ァ ミリー ドラマ)の 要素 も強 く備 えるこ とになる。 そ し

てさらに、李宝庫 とい う憎 め ないが問題 ばか り起 こす隣人が登 場す る。彼 は自分の利益 ば

か りを追い求め、ず る賢 い ところが あるが憎 めない トラブルメーカーであ り、彼 はあ る意

味典型 的な農民像 として描か れている。彼 は道化役 の役割 を担 ってお り、以後の農村 テ レ

ビ ドラマ には必ず彼 のような人物が登場 し、農村 テ レビ ドラマ に不可欠 な存在 となってい

る。 こう した人物像 を軸 に物語が展 開 してい く。農村 テ レビ ドラマ はこう した魅力的 な人
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物たちによる群像劇の様相が強 く、こうした村の皆で助け合 う濃密な村内の人間関係は、

以後の農村テレビドラマの典型的な特徴 となっている。

3-2-3.喜 劇性 、楽観性

2000年 以 降の農村 テ レビ ドラマに共 通 しているのは、農村 が経済的 に発展 してい く姿 を

コメデ ィタッチで描 くとい う 「喜劇性 」であ る。それは上 述 した二人転やユ ーモ アの富 ん

だセ リフや、夫婦 喧嘩等 の様子 に表 れてい る。主 演 を演 じた趙本 山 は コン トの達 人で あ

り、彼 が制作 に携 わる農村 テ レビ ドラマ には全 て、 コン トやユーモ アの要素が大 きく存在

してい る。そ して物語全体の叙述 は、農村が経済 的に発展 してい く過程 をコメデ ィタ ッチ

で描 き、結末で は必ず大 団円 を迎 えて終 る。 これは後述 す るように、テ レビ ドラマ として

の気楽 な娯楽 を提供 したい とい う趙本 山 自身の意 向で もあるが、 そこには政治的 目的 も見

え隠れ している。 それ を以下分析 したい。

3-3.『劉老根』の政治性の処理

『劉老根』の政治性 について考察するには、まず 「劉老根』 シリーズのテーマを考える

必要がある。『劉老根1』 は上述 したように、リゾー ト建設をテーマ とし、農民たちの反

対、協力、実践を経て、龍泉山荘誕生 までの過程 を描 くものであるが、この過程は、まさ

に農業以外の産業を基に発展する農村の手本 となるものである。前支部書記 という村の幹

部である主人公が、農業を捨てリゾー ト施設建設 という農村開発に努める姿、そ してそれ

をとりまく村人の姿を描 くことで、農民の農村に対する意識の変化を促す という意図が感

じられる。そ して 「劉老根1』 では、そのリゾー ト施設の経営上の問題がより具体的に描

かれる。例えば理事会の設立について、家族経営の問題、従業員の管理方法、ライバル企

業 との競争、契約の順守等の施設運営上の様々な問題が発生 し、それを主人公が如何にし

て乗 り越えてい くかが物語の中心 となっている。それは 「劉老根1』 で明示された農村発

展の道の応用編であ り、農村建設 をいかに推進 していくかを分か りやす く示 したものであ

る。そ して、物語全体は、農村が裕福になることで、物語中の様々な問題が全て解決する

という楽観主義に満ちている。つまり、農村の市場化は絶対的な 「善」であるというメッ

セージが発信 されているのである。 しか し、実際の農村の市場化はそのように簡単に進む

ものではな く、実際の農村の状況を反映したものではない。そこに描かれている農村は、

ユー トピア的な 「新農村」である。主人公の設立 した 「龍泉山荘」はユー トピア的農村の

商品化 に過 ぎない。そのために、「劉老根』に対 してはコメディ化 されす ぎて 「俗」であ

る、批判性に欠ける、単なる娯楽作品にす ぎない、真の農村を描写 していない、無責任な

楽観主義である等の批判が行われている26。しかし、実際に高い視聴率を誇 り、文化現象
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ともなった農村 テ レビ ドラマ には、知 識人 らによるそ うした批判 の声 では掬い取れ ない視

聴者 の欲望が現 れているはず である。 それは、農民 自身(ま た は農民以外の視聴者)に よ

る農村美化 の欲望 だ と考 え られる。彼 らが テ レビ ドラマ に求めてい るの は、問題が 山積 す

る現実 の農村 ではな く、ユ ー トピアと しての農村であ る。そのユ ー トピア的 な農村 に現実

感 を与 えるため に、過剰 に も感 じられ るような濃厚 な地方色 を加 え、享楽的 な歌や踊 りで

パ ッケージングす ることで、現 実の農村 を美化 してい るのであ る。それは趙本山本人が以

下の ように述べ ていることか らも明 らかである。

「これ までの農村 を題材 と したテ レビ ドラマは、常 に人 々に農村 の遅れ た汚 い部分 を見

せ、 ぼさぼさ頭で垢 にまみれ た顔 を した農民 を描い て きた。農村の新 しい様子 を反映す る

ため に、私 は資金 を出 して、昼 は仙境、夜 は夢 の中 の天 国 にい るような、詩 情 あふれ る

セ ッ トを準備 した。そ して、鮮 やか な服 を着た農民が、絵の ように美 しい風 景の 中で、彼

らの今 の物 語 を繰 り広 げるのである。」27

こうしたユー トピア的農村に対する欲望は、農村開発を推進する政府の意向と共謀 し、

さらに共産党に対する教化 と結 びつ く。それはその勧善懲悪物語 に見て取ることがで き

る。『劉老根』 には敵役 として、之馬郷長 とその手下の小役人である胡科が登場 し、彼 らは

難癖をつけて劉老根や龍泉山荘から利益を得 ようとする。これは農村に実際に存在する役

人の腐敗を描いていると言える。 しか し、結局は馬郷長の上司である王書記 とさらにその

上司にあたる楊県委員会書記の登場によって問題はあっさりと解決する。最終話での王書

記は次のように述べる。

「言 ってお くが、彼(筆 者注:劉 老 根)は 正真正 銘の老党員 だ。苦労 して山荘 を起 した

のだ。彼 らが罠 を しか けたか ら封鎖 しただ と?彼 らが一体何 を したい と言 うのだ。私が問

題 を解決 で きない とお前 は言 っているのな ら、 この共産党の天下 に法が ない とで もい うの

か?」

そ して大 団円を迎 え、楊県委書記が登場 し、颯爽 と村 にやって くる。農民 は周 りを取 り囲

んで彼 を歓 迎する。このシー ンでの楊書記 のス ピーチは次の ようなものである。

「我 々の県 には、 こんなに も素晴 らしい 山や川が ある。 こんなに も多 くの開発資源が ある。

それ ではなぜ、劉老根が一歩 先ん じる ことが で きたのか?そ れ は私が思 うに、共産党員 と

しての思 いがあ るか らだ。人 々のため に何 か役立つ こ とを したい、それが、劉 老根 が生涯
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追い求め るものだか らだ。」

こうして物語の最後で共産党の幹部 らが登場 し、主人公達を保護することで、共産党に

よる政治の潔白さを明示する。昔ながらの悪代官を罷免する清官物語の叙事に、共産党の

正統性をからませているのである。これは農民を対象 としたテレ・ビドラマ としての一つの

重要な政治的戦略であると考えられる。『劉老根』 は以前から人々に親 しまれてきた伝統

芸能をちりばめた完全懲悪物語に、主人公には政治性はないものの、農村建設 という現代

的意義と共産党の政治性を付与 した物語 となっているのである。

3-4.趙 本山の政治的位 置づけ

しか し、 ここで指摘 してお くべ きことがあ る。それは劉 老根 を演 じた趙本 山の 中国にお

ける文化 的、政治 的位 置づ けで ある。彼 は 自らをこう語 ってい る。「皆 が農民 を思 い浮か

べ る時は必ず私 を思 い浮かべ るだろう。 なぜ な ら私 は本当の農民 よりも農 民だか らだ」28。

つ ま り、彼 は自覚的 に 「農民 らしさ」 を演 じている、 とい うこ とになる。で はこの 「農民

らしさ」 とは何 だろうか。それ は一体誰が思 い描 く 「農民 らしさ」 なのだろうか。そ の問

題 につい て考 える と、彼 の人気 と切 り離 す ことので きない中央 電視 台の人気 テ レビ番 組

「春節聯歓晩会」が思 い起 こされる。「春節聯歓晩会」 は中国の大 みそかに放送 される国民

的人気番組 で、 それ は中央電視台 とい う中国政府 の方針 を伝 える国営放送で放送 され、大

変 な文化 的、政治 的影響力 を もつ。趙本 山は1990年 か らこの番 組で コ ン トを演 じてい た

が、1995年 か ら農民 を主 に演 じるようにな り、それ以後、趙 本山の人気 は揺 る ぎない もの

となってい く。同番組 は生放送であ り、当然 当局か らの厳格 な管理の下制作 され、政府の

意向 に沿 った内容 の もの しか放送 され ることはない29。 ここで趙本山 は少 し分 か らず屋 で、

皮 肉屋で はあるが、素朴で心優 しく、農村 発展の恩恵 を受 けて政府 に感謝 してい る農民 を

演 じて きた。それが まさに政府の望 む 「農民 らしさ」 なので ある。そのため に彼 の演 じる

テ レビ ドラマや コン トは中国の政府関係者か ら高 く評価 され、知識人 らも彼 について様 々

な論評 を行 うのであ る。 日本で は、一人の コメデ ィ俳優 の コン トが政府 関係 者や知識人層

か らこれ ほ ど注 目を集め る ことはまず ない だろ う。その一 方で、趙本 山演 じる農民 の姿

は、農民や一般市民 か らも大変親 しまれ てい る。つ ま り、趙本 山 は実際の農民の代表で は

な く、それ は一種 の文化 的、政治的 アイコ ンと して機能 してい るのであ る。彼 は二人転等

に代表 される民俗文化 を体現す る民族英雄 であ り、 さ らに 「正 しい」政治性 を持 った人物

として政府か らの支持 も得 ている。 この両面 を併せ持つ か らこそ、彼 の描 く農村 ドラマや

コ ン トが、中国のあ らゆ る階層か らこれ ほどまで に支持 され てい るの である。 この彼 自身

の背景 にある政治性 か らも、趙本 山の農村 ドラマが実際の農村 を描 けず、批判性 に乏 しい
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こ とは理解 で きる。 そ うであ るか らこそ、 ドラマ の舞台 が 「農村 リゾー ト建 設」 とい う

パ ッケ ージングされた偽の農村 を売 る場所 に設定 されたのである と言 えるので はない だろ

うか。ただ、それは政府側の政治的意図 と視聴者 の農村へ の欲望 の両方 を投影 した もの と

して、大 きな影響力 を持つ に至 ったので ある。

4.『劉老根』、「東北劇」 ドラマの影響一 「喜耕田的故事』を中心に

こうした 『劉老根』の成功によって、その後の農村テレビドラマは大 きく発展 し、それ

に強 く影響を受けた ドラマが量産されていく。宣伝部が制作する主旋律 ドラマにも、人物

設定、物語進行、シーン設定等に 『劉老根』の影響が強 く見 うけられるものが存在 してい

る。次 に、そうした主旋律 ドラマである 『喜耕田的故事』 を見てい くことで、「劉老根』

の影響 について考えたい。『喜耕田的故事』は、上述 したような批判精神の欠如や無責任

な楽観主義などの 「劉老根』に対する批判を受けて制作された、政治色のより強い主旋律

テレビ ドラマである。ここから近年の 『劉老根』を始め とする商業的農村テレビドラマと

はまた色合いの異なる、政治性のより強い主旋律農村テレビドラマについて考えていきた

い ○

『喜耕田的故事』は2007年8月 か ら中央電視台第一チャンネルのゴールデンタイムに放

送 された全19話 のテ レビ ドラマである。物語は都市で出稼 ぎ労働者 として働いていた喜

耕田が、2006年 に農業税が廃止されたことを知って、自らの故郷である山西省の農村 「喜

家庄」に戻 り、社会主義新農村 を建設するべ く奮闘 し、村人が参加する経済合作社 を設

立、喜家庄が新農村建設模範村に選ばれるという内容である。物語の舞台は山西省で、監

督 と脚本は農村を題材 とした作品を多 く手掛けている山西省出身の牛建栄30が 担当してい

る。制作は山西省文明辮(「 山西省精神文明建設指導委員会辮公室」の略称)、 山西電影制

片廠、太原市委宣伝部、中央電視台文芸中心影視部である。同作品は、中央電視台テレ・ビ

ドラマ審査チームの審査、中央宣伝部文芸局、中央電視台影視部の許可を経て、党の十七

大献礼重点影視劇作品とされた31。こうした経緯やその物語からも明白なように、『喜耕田

的故事』は明らかに、ある政治的意図に基づいて制作された主旋律作品であり、その内容

面での政治性は 『劉老根』 を遙かに凌 ぐ。しかしなが らこうした政治性を強 く備えた 『喜

耕田的故事』 も視聴者 にも広 く受け入れ られた。『喜耕田的故事』の平均視聴率は6.66%

で、最高視聴率は9.52%に 達 し、2007年 の中央電視台第一チャンネルで放送 されたテレビ

ドラマの中では第二位の視聴率を獲得、また農村を題材 としたテレビ ドラマでは最高視聴

率を記録 したとされている32。そして政府による飛天賞33の 「長編テレビ ドラマー等賞」、

金鷹賞34の 「長編優秀テレビ ドラマ賞」、「男優賞」も獲得 している。そしてこの 『喜耕田

的故事』の好評を受けて、2009年 に再び中央電視台のゴールデンタイムに続編の 『喜耕田
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的故事2』 が放送されている。それではこの主旋律 ドラマである 「喜耕田的故事』 は政治

性をいかにして処理 し、視聴者に広 く受け入れ られているのだろうか。

4-1.制 作の背景

まず、「喜耕田的故事』が制作 された政治的な背景を考えたい。『喜耕田的故事』は、農

業税の撤廃35を 知った出稼ぎ労働者の喜耕田が故郷に戻って農業に従事することか ら物語

が始まっていくのだが、ここから明らかなように、まずこの農業税の撤廃を民衆に知 らし

め、都市に出稼ぎに来ている農民に故郷に戻って農業に従事するよう促す政治的意図が存

在 している。また、農村からの出稼 ぎ労働者が増え都市に流入 したことで、都市に新たな

問題が生まれ、かつ農地が荒廃 していったため、政府は出稼ぎ労働者を農村に戻 らせる政

策を打ち出した。これ らの農業税の撤廃 と社会主義新農村建設が呼びかけられたのが2006

年で、 この政策を背景に制作 されたのが 『喜耕田的故事』であり、『劉老根』 よりその政

治的 目的がより明確 に示 されている36。

しか し、市場 とは関係を切 り離せないテレビ ドラマとして、その制作の背景には当然経

済的な裏付 けがある。上述 したように、2002年 の 『劉老根』シリーズから始 まる、趙本山

が出演する東北地方の農村 を舞台とした ドラマがここ数年市場を席巻 してお り、農村テレ

ビ ドラマに注 目が集まっていたという事実を受けて制作されたことは間違いない。さらに、

これ らに便乗する類似作品の 「東北劇」が次々と現れたことで、「東北劇」の目新 しさが

失われてお り、さらには上述 したような 「東北劇」の様々な問題点も指摘 されつつあっ

た。そこで、「東北劇」とは一味異なる別の地方の農村テレビドラマの市場があるとの判

断があったのではないかと考えられる。

4-2.『喜耕田的故事』の魅力と 『劉老根』の影響

それではまず、「喜耕田的故事』の物語の魅力について考えてみたい。この物語の魅力

には 『劉老根』の影響が強 く見受けられる。

『喜耕田的故事』では都会では失われた濃密な人間関係が描かれる。例えば、出稼 ぎに

行った両親に置いていかれた子供を、周囲の村民が親代わ りに面倒 をみたり、嫁 と姑が も

めて、嫁が姑の世話をしようとしないのを村民が注意 し、姑を守るといった村民内の互助

的な人間関係が描かれる。また、喜耕田一家の住む家は、夫婦の住む棟、娘の住む棟、息

子の住む棟がそれぞれあって広々としており、 しか しひと声呼べば皆がす ぐ集まる一家団

樂の場である。また隣人もいつも気兼ねな くやって きては、井戸端会議に花 を咲かせる。

このように、都市ではすでに見られない、のどかで濃密な村人間の人間関係や家族愛が描

かれ、都市の視聴者 も農村の視聴者 も、 ともに親 しみや懐か しみをもって物語を受け入れ

一68一



中国 におけ る農村テ レビ ドラマの政治性 とその受容

ることができる。これらは全て伝統的な倫理観を描いてお り、家庭倫理 ドラマ的な要素 も

強 く表れている。これは 『劉老根』 と通 じるところがかなり大きい。

また、東北地方 とは異なる山西風土 もドラマの一つの魅力 となっている。監督は山西省

の農村出身であり、俳優陣にも山西省出身者を多 く起用 している。喜耕田を演 じた林永建

は山東省出身であるが、山西省の方言を十分にマスターした上で撮影に臨んでおり、その

方言に親 しみを感 じるという視聴者の声が多 くインターネット上に書 き込まれている。ま

た 『喜耕田的故事』は一年間かけて撮影 されており、その間の四季が物語に反映され、美

しい農村の風景 も視聴者の心をとらえる。 しか し、こうした、山西地方の景観に彩 られ

た、温かい人間関係が保たれている 「美 しい農村」は農村の平穏、ひいては 「和譜社会」

を反映する 「新農村」の姿であり、東北劇 と同じく、ある意味一種の 「理想郷」 としての

農村の姿であると言えるだろう。

次に人物像を見てい く。主人公の喜耕田は心優 しい農民であるが、譜誰精神 にあふれ、

時には嘘をついて悪人をこらしめることもある。また、その一本気な性格のために妻や子

供、村の幹部 と衝突することも多い。 しか し、家族や自分の故郷を愛 し、村の様々な問題

に奔走する素朴な農民 として大変魅力的な人物像である。そ してこの平凡な農民が起業 し

て村に富をもたらし、リーダーシップを発揮 して村を一つにまとめあげ、模範農村 として

国家か ら奨励 されるまで村 を率いてい く。こうした人物像は劉老根 とかな り共通 してい

る。 しか し、劉老根 は農業には見切 りをつけて政府に頼ることなく農村の農業以外の産業

化の道を探る商人 となった農民であ り、主人公の人物像その ものに政治性は付与されてい

ない。 しかし、「喜んで田を耕す」とい うその名前か らも明らかなように、喜耕田には政

治的なメッセージが明確に付与されてお り、政府からの呼びかけを受けて農村に戻 り、政

府の指標に則 って行動する人物 となっている。 さらに 「喜耕田的故事2』 では共産党に入

党する過程が描かれるなど、彼には劉老根 よりその政治性が色濃 く表れている。この喜耕

田の、人物的魅力を備え愛 される存在でありなが ら、政府の政策に忠実であるという人物

設定は二重の意味で 「理想化 された農民」の姿 となっている。この 「理想化」には政府が

求める政治的に 「理想的な農民」 と、視聴者が求める想像上の素朴な 「理想的な農民」二

つの姿が重ね合されている。この二つの 「理想的な農民」像が主旋律 ドラマ 「喜耕田的故

事』の政治性と娯楽性のバランスを保っている。

4-3.物 語の叙 述

4-3-1.ナ レーシ ョン

それで は次 に 『喜耕 田的故事』の政治性 の処理方法 を、物語 の叙述方法 か ら見 てい きた

い。 「喜耕 田的故事』 は どの ように物語 を語 って いるのだろ うか。 まず指摘 してお くべ き
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なの は、主人公 のナ レーシ ョンであ る。 冒頭 で、「わ しの ことを紹介す るの を忘 れてい た。

わ しは何 者だ ろ うか?わ しは皆 に物語 を語 ってい る この人で、喜耕 田 と言 う。」 とい うナ

レーシ ョンが入 り、それ以後 もしば しば この主人公 による独 白が挿入 され、農民 自身の気

持 ちが農民 の声 に よって分 か りやす く視聴者 に伝 わる ようになっている。 そ もそ も 『喜耕

田的故事』 の本来 の タイ トル は 「2006年 一 一個 農民 的 自白(あ る農 民の独 白)』 で あ り、

この タイ トルか ら も、独 白=ナ レー シ ョンが重要 な要素 であ った とこ とが うかが えるが、

中央政治局委員 で、 中央宣伝部部長 である劉雲 山 自らが本 ドラマの審査 を行 い、このタイ

トル は ドキュメンタリー調 で 目標 とす る視 聴者 に合 わないの ではないか との考 えか ら、 さ

らに素朴 で、親近感 を覚 え る 『喜耕 田的故事』 に変更 した とい う37。 ここか らも主要 な視

聴者 を農民 と考 えてい る様子が うかが える。喜耕 田が村 に戻 って、再 び農業 に従事す る決

意 をす る際には次 のようなナ レーシ ョンが挿入 される。

ここ数年、農民たちは都市で出稼 ぎをするばかりで、素晴 らしい土地が荒れ果ててし

まい、それを見るたび心が痛んだ。農民が農業 をしなければ、土地に申し訳が立たな

い。農民が農業をしてもよい収入が得 られないなら、それは農民に申し訳が立たない。

わしは農民だ。わしは農業をする。わ しが農業をしなければ、国家の素晴 らしい政策に

申し訳が立たない。

農民が農業 を しなければ、土地 は人 と同 じで、 しなけれ ば しない ほどそれ に対す る愛

着が な くなって しまうものだ。わ しは ここ数年都 市 にいて、土地 を 目にす るこ とが で き

なか ったか ら、 いつ も気持 ちが落ち着 かなか った。(第 一話)

このように、農民であ る喜耕 田自身 に農民 自身がその土地 に愛着 を持 っている とナ レー

シ ョンで語 らせ ることで、政府の政策 に従 って農業 に再 び従事 す るとい うよりも、農民 自

身の土地へ の愛着 を強調 し、農民が 自主 的に農業 に従事 する ことを訴 える内容 になってい

る。 この ような農民の声 によるナ レー シ ョンは、政府 の意向 を喜耕 田の声 によって内面化

し、喜耕 田の声 と して、視 聴者 に政府の意向 を伝 える効果 を果 た してい る。 中国の主旋律

テ レビ ドラマ におい てナ レーシ ョンは重要 な語 りの要素 の一つ である と考 えるこ とが で き

る。

4-3-2.社 会問題の描写

『喜耕田的故事』には様々な農村の社会問題が描かれる。例えば農業税の免除に伴う農

村の財源問題や、両親が出稼 ぎに行 き農村に取 り残された子供の教育問題、老人介護の問
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題、農村の経済活性化の問題、身体障碍者への補償問題、偽装食品問題、著作権に関する

問題、緑色農業の問題、粗悪製品の問題、汚職、幹部 と農民の意見交換不足、村に残る迷

信等、様々な問題が喜耕田の身に次々と降りかかる。こうした問題は確かに現在の中国に

多 く見 られる問題であ り、これらの問題が描かれたならば、 ドラマの問題意識が強 まり、

その社会批判性 を高めることができるはずである。 しかし、『喜耕田的故事』では、こう

した問題は物語の起伏 として視聴者を飽 きさせないための 「出来事」 としてのみ機能 して

いる。喜耕田の身に降 りかかるこれ らの問題は全て、農民を思いやる農村、鎮、県の幹

部、または良心的な企業家、農村内部の人間関係によって全て解決してしまう。これ らの

様々な問題はどれも視聴者の身辺に起 こりうる問題であり、視聴者の興味を引 くのに十分

なものばか りであるが、結局は全て特に大 きな問題にはならずにす ぐに解決に向かい、物

語全体が楽観主義に貫かれている。ただ、『劉老根』においてはこうした社会問題はほと

んど触れ られることはなく、ここに 『喜耕田的故事』の 「劉老根』 に対する反省が見 られ

る。ただ、それも明確 な批判精神 を持つまでには至っていない。

4-3-3.幹 部 の描写

上述 した ように、 『喜耕 田的故 事』 には村 長、鎮 長、県長が登 場す るが、 いずれ も農民

のことを真 に理解 してい る理想的 な幹部 ばか りで、彼 らの口を借 りて 国の方針が そのまま

伝 え られ てい る。例 えば身を粉 に して村の ため に働 く村長が、村人が一丸 となって新 しい

産業 を作 ろう と人 々に優 しく呼 び掛 ける場面で は、村長が 国家 の政策 を分 か りやす く語 り

か け、バ ックには感動的 な音 楽が流れ る。 これはなぜ 農村 の市場へ の参入が 必要 なの か、

政府 の考 えを より情感 的に、分 か りやす く伝達す る とい う意義 を持 っている。 また、牛県

長 はその高い地位 に も関 わらず、「自分 も農民 であ るか ら」 と喜 耕 田を何 か と助 ける。 さ

らに最終話で は退職す る前 日に喜家庄 にや って来 て、喜家庄 の発展 を目に して、満足 げに

喜耕 田 ら(ひ いて は視聴者)を 激励 す る。 こう した優 れた幹 部の姿 は、 『新星』 におい て

は主 人公 によって体現 されてい たが 、『劉老根 』、 『喜耕 田的故事』 になる と、農民 で ある

主人公 たちを温 か く見守 る存在 として登場す るこ とになる。現在の農村 ドラマの主人公 は

あ くまで も 「農民 」で ある。そ してその背後 で政府 関係者 が見守 っている とい う構 図 に

なっている。これ はまさに政府 か らの メッセージにほか ならないだろう。

4-3-4.楽 観主義

そ して物語が楽観主義に貫かれているのも 『劉老根』 と同様である。様々な問題が起

こって も、それは喜耕田の奔走や関係者の理解によってほぼ問題なく解決 してゆく。物語

中にス リルはあっても悲劇は存在 しない。この楽観主義は 『喜耕田的故事』の主題歌にも
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如実 に表 れてい る。 この歌詞 には、政策 に従 えば農村 は経済 的に発展 し、人 々は無条件 に

幸せ になれる とい うメ ッセー ジが含 まれ てお り、物語 もまさにこの主題歌通 りに進 んでい

く。物語 には様 々な問題 を引 き起 こす人物が登 場す るが、最終 的 にはみ な心 を入れ替 え、

真 の悪人 は一 人 も登場 しない。 この ように、や は り農村 テ レ・ビ ドラマで描か れるのはまさ

に理想郷 としての農村 なのであ る。

5.結 論

以上2000年 以降の農村テレビ ドラマブームを牽引 した 『劉老根』 と、その影響 を受け

て制作された主旋律 ドラマ 『喜耕田的故事』を見てみると、農村 ドラマのある共通する特

徴が現れる。それをまとめると以下の通 りとなる。

・地方色豊かな映像で、農村 を美 しく描 く。

・主人公はリーダーシップを兼ね備 えつつ も、欠点 もある愛すべ き農民であ り、彼 を支え

る周囲との心温まる濃密な人間関係が描かれる。

・台詞や動作がユーモアに富み、個性豊かで魅力あふれる村人が登場する群像劇である。

・主人公らを見守る共産党員の幹部が必ず登場 し、問題解決に導 くことで共産党の宣伝効

果を有する。

・物語の叙事は楽観主義に満ちており、農村の市場化が完全な善 として描かれる。

特に最後の特徴は大変重要である。農村 ドラマにおいて、農村の市場化の正統性を疑 う

者は一人 も存在せず、楽観主義に満ちた物語の中で、本来農村の市場化 とは無関係である

はずの個人の恋愛や隣人 との人間関係に関する問題全てが、農村の市場化が達成すること

で解決へ と向かってい く。特にこの傾向は、後の東北劇シリーズである 『郷村愛情故事』

シリーズ38に も受け継がれ、より強化 されている。これは、視聴者が ドラマを見続けよう

と思う動機となる、人間関係や恋愛関係における ドラマ性 と、農村の市場化を推 し進める

政府側の政治的意図が巧妙に合致 したものであると言えるだろう。

J.フ ィスクは、テレビドラマの 「ジャンルは、その特性が時代の支配的イデオロギーと

密接な関連性を持っているときに人気が出る」 と述べている39。80年 代、90年 代の農村テ

レビ ドラマには、文学における 「新写実主義」の影響が見 られ、以前か ら農村に横たわっ

ていた問題や現代化の過程で必要 となった挑戦が描かれて きた。「新星』はそういった現

実的な問題に直面 し、果敢にその問題を解決 していく主人公を描 き、人々は彼に希望を託

した。文学の世界では90年 代以降、従来描かれて きたような神秘性や崇高性 を失い、現

実を前にして戸惑う農村の幹部たちが描かれ、世紀末の農村の無秩序な状態に対する、作

家の焦 りや憂慮 といった批判的な視点が描かれてきた。しかし、2000年 以降、空前の農村
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テ レビ ドラマブームの中で描かれた農村 は、新 しい社会問題 を提起 してはいる ものの、全

体的 には楽観主義 に満 ちた理想郷 としての農村 が描 かれ るばか りである。 このテ レビ ドラ

マ に描か れる 「理想郷」 としての農村 には、政治 的な要求 と視聴者 か らの要求 とい う、二

つの要求が反映 されている と考 え られる。 まず政治 的な要求 としては、そ こに現代 中国で

最 も重要 な政治 タームであ る 「和 譜社会(調 和 の とれ た社会)」 を体現す る 「理想 郷」 と

しての意味が付与 されている。 それは上述 した ように、 中国にお けるテレビ ドラマが政府

による厳格 な管理下 にあ り、政府の政治 的イデオロギーを強 く反映せ ざるを得 ないこ とが

大 きな理 由の一つ としてある。 しか し、商業マス メデ ィアであ るテ レビ ドラマが人気 を博

す とい うことは、政 治的 な側面以外 の視聴者 か らの視線が 必ず存在す る。 「番組 が さまざ

まに異 なる視聴 者 か ら人気 を集め る とい うこ とはその 開放性 と多 義性 に基 づ く」 ので あ

り、「テクス トとい う形態 を通 して作 用する支配 的なイデ オロギーは、社会的 にさまざまな

位置 を占める読者 に よって、拒否 された り、 回避 され た り、 さまざまなかた ちで処理 され

る」 ものである40。 『劉老根』 の視聴者分布 を見 ると、意外 に も農民 だけではな く、高学歴

な都市 の視聴者 が多い とい う事実が ある41。 な らば、農村 ドラマ に描かれ る農村 には、農

民 に限 らず都市 の人 々の 「理想郷」へ の複雑 な欲望 を もが投射 されているのではない だろ

うか。彼 ら自身 も農村 の現実 その ものを直視す るこ とを望 んではお らず、 まさに 『喜耕 田

的故 事』 の ナ レーシ ョンの よ うな 「主観 的 な視 点」、理想 郷へ の思 い を投 射 した視線 に

よって物語 を受容 しているのではないだろ うか。 こう した 「理想郷」 としての農村 を描 く

傾 向 は、農 村 の郵 便 配 達 を父 か ら受 け継 いだ親 子 を拝情 的 に描 い た 「山 の郵 便 配達 』

(1999)に 代表 され る映画 に も見 受 けられ る。 しか し、現 に農村 で生 きてい る農民 や都 市

の人 々が、 日常生活 の中で の娯楽 として消費す るテ レビ ドラマ におい ては、文学 に描かれ

るようにどう しようもない現実 を直視す るこ ともで きず、 また映画 の ようにセ ンチ メ ンタ

ルになる こともな く、 コ ミカルな タッチで牧歌 的な理想郷 を描 か ざるをえないの だろ う。

そ してそれ はあ る意味、経 済発展 に伴 って グローバ ル化 が進 んだ競 争社会 に生 きる人 々

の、農村 によって記号化 された民族文化 の本源 回帰へ の欲望 も内包 しているので はない だ

ろうか。そのため、農村 テ レビ ドラマ には過剰 なまでの地方色(中 国 らしさ)が 植 え付 け

られ、善 良な村 人が登場 し、ユ ー トピア的な 「農村 らしさ」 が強化 され てい るのであ る。

また、商 品経 済が発展 し、先 富論が重 ん じられて貧富 の差 が拡大 してい く中で、「村 人が

一丸 となって共 に豊 かになる」 とい う、個人主義 を廃 したス トーリー に都市の人 々 も共感

を覚 える とい った側面 もあるだろう。つ ま り農村 テレビ ドラマは、単 なる農民 を教化す る

もの ではな く、 そ こには 「農村」 に対 す る人 々の様 々な欲望 が投 影 されてい るのであ る。

つ ま り、「農民」 や 「農村 」 は、現代 中国社 会 に生 きる視 聴者 の潜在 的 な欲求 を体 現 した

コー ドとして機能 してい る とも考 えられ る。そのため、現 在の農村 テ レビ ドラマ につい て
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批判性が ない と論難す るこ とは簡単であ るが、そ こには政府、制作 者、視 聴者の黙契が あ

る と考 えるべ きであ る。そ して、 これ まで政治的 また は文学的 な面か らしか注 目され てこ

なか った農村が、 テ レビ ドラマ とい う商業的 なメディアか ら初 めて注 目され たこ とは、一

種 の新 しい 「農民像」が 中国国内に生 まれているこ とを感 じさせ る。商業文化の表舞台 に

「農民 」が現 れて きた とい うことは、現代 中国の人 々の意識 におけ る 「農民像」 が変化 し

て きた ことを如実 に物語 っている。
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一75一



教養 ・外国語教育セ ンター紀要
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れているが、主旋律 的な作 品が選 出され る傾 向にあ る。

35農 業税 とは、1958年6月 に全 国人民代表 大会常務 委員会 で可決 された 「中華 人民共
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わる企業や個人か ら徴収す る税であ る。胡錦涛政権 は農村の発展 を促す ため にこれ を

廃止す る とい う決定 を行 った。

36孟 苗 「《喜耕 田的故事》拍撮多己事」 『山西 日報』2007年8月21日
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中国 におけ る農村テ レビ ドラマの政治性 とその受容

視聴者 であ り、2011年5月 の テ レビ ドラマの再生率 トップ となってい る。「優 酷指数

研 究報告2011年5月 」http://www.cnad.com/html/Article/2011/0915/2011091514

5117499.shtml

最終 アクセス確認2012年9月17日

39J.フ ィス ク 伊藤守他訳 「テ レビジ ョンカルチ ャー一 ポ ピュ ラー文化の政治学一 』梓

出版社1996年171頁 。

40J.フ ィス ク 伊藤守他訳 「テ レビジ ョンカルチ ャー一 ポ ピュ ラー文化の政治学一 』梓

出版社1996年62-64頁

41「 農村題材 也能創造収視 奇跡 一電視連続劇 『劉 老根』収視分析 」 『中国電視収視 年鑑』

伝媒大 学 出版社2003年 による と、 『劉 老根』 の視 聴率 は都 市が11.2%、 農村 が8.9%

であ り、 また、低学歴 より高学歴 な視聴者の方が多い とい う統計が 出てい る。 ここか

ら、実際の視聴者 は農村、農民 に限 らない というこ とが言 える。 ただ し、北方が高 く

(例:太 原市20%)、 南 方が低 い(例:広 州市1.1%)と い う傾向 は顕著であ る。
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